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 酷暑を乗り越えて！                          校長 眞田  学 

 ２学期が始まり一ヶ月が過ぎようとしています。この間、生徒の様子を見て感じることは、学校

全体としてとても良いスタートが切れたなということです。 

 話は遡りますが、１学期末より始まった総合体育大会や各種コンクールでは、３年生を中心に素

晴らしい活躍をたくさん見せてくれました。結果が総てはないけれど、取り組んだ最終的な結論と

して“結果”がある、ということを大事にしてください。それぞれ思いはありますが、今までの頑

張りを讃えたいと思います。 

 始業式でも話をしましたが、２学期は、まず第一に学習にしっかり取り組みましょう。特に３年

生は結果が求められます。知識を蓄え、自分の進路開拓に向けきっちり勉強に励んでください。次

に、自分が『輝く』ことができるものを見つけ、真剣に取り組んでください。日々の学校生活の中

で、学校行事の中で、部活動で、自分自身を大いに磨いて欲しいと思っています。成長する人とい

うのは、『先生方の話や指示を素直に聞くことができる人』『一生懸命取り組もうという気持ちの

ある人』です。こういう気持ちがある人ほど成長の跡がはっきりしています。 

 酷暑を乗り越え、２９日（土）の体育祭に向け精一杯取り組んでいる鎌中生。一人一人がキラキ

ラしています。とても素敵に映ります。充実した２学期を期待しています 

 

    

 

 先月は「勇気凛凛」でした。 

「失敗や危険をかえりみず、勇敢に物事に立ち向かっていこうとする様。」 

 この言葉を胸に、３年生は最後の夏の大会を戦い抜きました。各部活動の結果は、裏面に掲

載してありますので御覧ください。 

 

＜始業式＞ 

 ９月３日に２学期が始まりました。始業式にあたり、１年３組・五十嵐誠人君、２年２組・

満谷友貴さん、３年３組・鈴木裕哉君、若草学級・小出優一君、が２学期の抱負を述べてくれ

ました。 

 １，２年生は体育祭、合唱祭などの各行事にしっかりと取り組んでいきたいと考えている生

徒が多く、３年生は進路決定に向けての準備はもちろんのこと、中学校生活最後となる、体育

祭や合唱祭に向けてクラス団結して取り組んでいきたいと考えているようです。 

 涼しい日も増え、落ち着いて学習に取り組む季節となりました。生徒一人ひとりの頑張りを

応援していけるよう、職員も努力していきたいと考えています。 

＜夏休みに海外で活躍した生徒＞ 

 この夏休み、各部活動で３年生が活躍しましたが、それとは別に海外でいろいろな経験をし、

活躍した生徒がおりましたので、それぞれの感想を掲載します。 

【３－３ 三橋櫻さん ダンススポーツ H２４年度 JOC オリンピック有望選手・強化選手】 

 ８月ドイツ・ジャーマンオープン出場 ９月ロシア大会，ハンガリー大会（日本代表予定） 

 私は、８月１４日から１８日にドイツで行われた、ダンススポーツのジャーマンオープンチ

ャンピオンシップ大会に出ました。部門は、ジュニアⅡスタンダード・ラテン・10 ダンスとユ

ースタンダード・ラテン・10 ダンスです。ジュニアⅡは２次予選までいけましたが、他はだめ

でした。スタンダードは、あと少しで３次予選を通過できたので悔しかったです。 

 この大会は今までの海外戦で一番刺激的でした。最初は１次予選を目指していましたが、や

はり海外でも決勝に残りたいです。この経験を活かし、１０月末にある日本ジュニアチャンピ

オンを決める大会で優勝したいです。 

【３－２ 宮崎廉太君 硬式野球 ボーイズリーグ中学日本代表】 

 第３１回２０１２世界少年野球大会 優勝 

 野球の日本代表に選ばれて、オーストラリアで開催された世界大会に参加しました。向こうは日

本と真逆の気候の冬でした。宿舎は、とても広くて、サッカーやバスケ、テニスなど他にもたくさ

んのスポーツ施設があり、他の国の人たちと一緒に遊んだりして、たくさんのコミュニケーション

を取りました。外国の人たちはとても親しみやすく、優しくて、一緒にいてものすごく楽しかった

です。試合では、予選リーグは２位で通過して、準決勝は開催国オーストラリアに勝ち、決勝はア

メリカを相手に接戦をものにして、２年連続１７回目の優勝ができました。自分は、１５打数７安

打７打点でチームに貢献できてよかったです。中学では、１年生の時から日本代表になると思い続

けてなれたので、次は高校で甲子園に行って、U－１８の世界大会の日本代表に選ばれるようにこ

れまで以上に努力していきたいです。 

【３－１ 古瀬一徳君 青少年赤十字国際交流派遣事業 バングラディッシュ訪問】 

 僕は、この夏、青少年赤十字国際交流派遣事業で、青少年赤十字の実践目標の一つ、国際理解・

親善ということを目的として現在も国際支援に依存しているバングラディッシュという貧困国に行

ってきました。 

 バングラディッシュには、５泊６日で行き、現地の赤新月社への表敬訪問、学校への交流訪問、

貧しくて勉強道具の少ない現地の子供たちに勉強道具を渡すための贈呈式への参加、史跡や寺院の

見学などを行い、とても充実した毎日を過ごすことができました。 

 現地の人はとてもあたたかく、僕たちが充実した毎日を遅れたのは現地の方々のサポートがあっ

たおかげなので、とても感謝しています。また、現地の子供たちはとても明るく、元気をもらうこ

とができました。 

 今回、普段知ることができないたくさんのことを学ぶ事ができ、とても貴重な体験になりました。

これからの将来に生かしていきたいと思います。 

＜体育祭について＞ 

２７日（木）予行練習  ２９日（土）体育祭  

※２９日が雨天中止の場合…２９日は弁当持参、登校日とし、３０日に実施し、１０月１日振

替休業日 

※３０日も雨天中止の場合…３０日は休業、１０月１日に弁当持参で実施。１０月２日振替休

業日 

【お詫び】学校便り９月号の発行が遅れましたこと、深くお詫び申し上げます。 

８月の四字熟語「勇 気 凛 凛」(ゆうきりんりん) 

http://www/


平成２４年度 葛南地区総合体育大会 各部活動結果 ( )内は学年 

○陸上部（８位入賞のみ掲載）   

 男子 200m       8位 井上湧介(3) 

    400m       2位 長南零(3)     7位 石上直輝(3) 

    １年走幅跳   4位 小西勇夢(1)    8位 市川貴陽(1) 

    共通走幅跳    8位 三上広夢(3) 

    ４×100mリレー 4位 長南・井上・石塚朋樹(3)・谷口涼(3) 

 女子 2年 100m   5位 中川みなみ(2)  6位 山下広恵(2) 

    3年 100m   8位 藤盛ひとみ(3) 

    200m     6位 藤盛ひとみ(3) 

    100mH     7位 佐久間玲佳(3) 

    １年走幅跳  4位 小出優菜(1)  8位 椋元愛夢(1) 

    共通走幅跳  2位 山下広恵(1) 

○男子バレーボール部   第３位 

○卓球部 

 男子 シングルス  2位  鈴木翼(3) 

       ダブルス   優勝 長倉渉(3)・十河輝大(2) 

           2位  平工琉介(3)・秋澤将也(2) 

           5位 小林快生(3)・鈴木彪流(3) 

5位 山口大征(3)・萩原勇之介(3) 

 女子 ダブルス   5位 池田有花(3)・塩田莉菜(3) 

○男子ソフトテニス部  

個人戦 第 3位 井手崚介(3)・鶴﨑雄大(3) 

○剣道部  

 女子  団体戦 3位  

○水泳部 

男子  ５０ｍ自由形     6 位 阿部哲也(1)  

１００ｍ平泳ぎ    4 位 阿部哲也(1) 

女子  ５０ｍ自由形     4 位 岡 恵蓮(1) 

１００ｍ自由形    4 位 岡 恵蓮(1) 

２００ｍ自由形    2 位 武波有華(3) 

２００ｍ個人ﾒﾄﾞﾚ-  1 位 武波有華(3) 

 

○柔道部 

 男子 ６６ｋｇ級 3位 岡泰誠 

          3位 佐久間敦也 

  女子       3位 響谷理奈 

○吹奏楽部 

 第 53回千葉県吹奏楽コンクール A部門 銀賞 

 

【その他の表彰】 

○第２８回高円宮杯日本武道館書写書道大展覧会  

大会奨励賞 染谷樹(3) 

 特選 染谷樹(3) 

○健歯児童生徒中央審査会（良い歯のコンクールの県大会）  

優秀賞 池田遥(3) 

○鎌ケ谷市小中学校良い歯のコンクール 

 ポスターの部 最優秀賞 藤田実優(3) 

 健歯の部   優秀賞  池田遥(3)・石田晃大(3) 

○“社会を明るくする運動”作文コンテスト 

 入賞     渡邊若波（3）  松尾恵梨香（3）  手塚七彩（3）  

諏訪貴大（3）  五十嵐文香（3） 

 

３年生の皆さん、２年半の部活動お疲れ様でした。当日、会場に足を運んでいただ

き声援を送っていただいた、育成会をはじめとした保護者の皆様方、ありがとうござ

いました。 

 

    


